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　日本の美術を美術館入場者数という点から分析すると、顕著な傾向が分かる。次頁表 1 に 1982




　さて、2006 年～ 2010 の 5 年間で、日本人作家の展覧会が総入場差数で年間１位となったのは、
2006 年「杉本博司（11）：時間の終わり」（森美術館）の 515,479 名である。残念ながら１日平均の
入場者数では、第 58 回正倉院展の 14,176 名に対し、4,522 名と三分の一にも満たない。しかし、
現存日本人作家が１位となったのは、2004 年「KUSAMATORIX: 草間彌生（12）」展（森美術館（13））











館（1991）、平塚市美術館（1991）、Ｏ美術館（1987 ～ 1999）、私立では、伊勢丹美術館（1979 ～






















































































































































































































































































 1949 年京都府生まれ。小説家、翻訳家。早稲田大学卒。1979 年「風の歌を聴け」で群像新人賞を受けデ
ビューし、芥川賞候補になる。その後も同賞の候補になるが受賞はしなかった。「村上春樹はなぜ『芥川
賞をもらえなかったか』」にそのいきさつ等が書かれていて参考になった。


































 1959 年青森県生まれ。 画家・彫刻家であり、世界的に評価されている現代美術作家。 ニューヨーク近代









































 国でも「『評価規準の作成。評価方法等の工夫改善のための参考資料』平成 23 年 7 月　国立教育政策研究
所、教育課程研究センター」を発行している。
参考文献
「教育評価事典」監修　辰野千尋・石田恒好・北尾倫彦　2006 年 6 月 25 日　図書文化社
「少年アート　ぼくの体当たり現代美術」中村信夫　1986 年 9 月 30 日　弓立社
「現代アート事典　モダンからコンテンポラリーまで ･･･ 世界と日本の現代用語集」美術手帖＝編　2009 年 3
月 10 日　美術出版社
「内部から見た日本の公立美術館　—その問題点と改善私案—」大島清次　1993 年　自費出版　※本書は、自
費出版された著書で発行年月日は記載されていないが、本文から推測した。大島清次：1924 年～ 2006 年
栃木県生まれ。元世田谷美術館長。
「『日本の美術展覧会開催実績 1945 － 2000』報告書」　平成 14 年度文化庁委託事業　財団法人　国際文化交流
推進協会　アートカタログ ･ ライブラリー　 監修　中島理尋　
「日本のアニメーション、アート、そして美術文化」杉本昌裕　2010 年 3 月　跡見学園女子大大学文学部紀要
第 44 号
